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葉緑素突然変異体は, 自然環境では葉色に関する一定の表現型を示 し, その大部分は芽生の状態で枯死

するので, その遺伝子機能を詳細に知ることは困難である｡ 本研究者はエンバクとオオムギの葉緑素突然

変異体を試験管内で培養することによって, 自然環境では認め得ない特性を観察 し, 葉緑素変異に関する

遺伝子機能を研究した｡

ブ ドウ糖, 乾燥酵母および塩類を含む寒天培地上,25oC, 連続光下で の培養 によってエンバク albino

変異体の生育を比較 したところ, 7系統中4系統 (albino-Rl,R,,R4,R6) には出穂するものが見られ, 一

部の植物は正常な花粉粒を形成 した｡ しかし他の3系統 (albino-Sl,R2,R5) は生育が悪 く, 出穂するに至

らなかった｡

またエンバクの albino5系統のうち, 3系統 (albino-Rl,R6,R7) は実験 した条件の下では葉緑素を微

量にしか形成せず, 他の2系統 (albino-Sl,R5) は含糖培地上では, かなり多くの葉緑素を形成 し, とく

に albino-R5 は糖濃度の影響を受け,0.4-0.5M の濃度では正常植物の10% またはそれ以上の葉緑素を

形成 した｡ この系統の葉緑素形成は IAA,NAA, カイネチンなどの作用物質によってさらに促進された｡

エンバクの yellow-1, オオムギの yellow chlorinaおよび yellow green もブ ドウ糖を含む培養基上で

葉緑素量の増加を示 した｡ オオムギの yellowgreenは, ブ ドウ糖のかわ りにカゼイン加水分解物, また

は或種のアミノ酸を与えることによっても, 葉緑素量の増加を示 した｡ 葉緑素 aとb との比も各変異系統

間で異なっていた｡

これらの結果から, それぞれの変異体は生育や葉緑素形成能において, かな り明瞭な特性をもってお

り, この特性は系統間での遺伝子機能の差によるものであることが明らかにされた｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

従来生理学的研究の要求から出発した高等植物の試験管内無菌培養法は近頃ようや く遺伝学の研究にも
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利用されるようになった｡ 本研究者が人工培養によって自然環境では芽生の状態で枯死する多くのオオム

ギとエンバクの葉緑素変異系統について, 種々の糖 ･ アミノ酸 ･作用物質などの添加による生育能力およ

び葉緑素形成能力の差異を観察 し, 葉緑素変異に関する遺伝子の機能を明らかにしたことは実験遺伝学上

重要な貢献である｡

よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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